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令和 2年（2020）1 月

備陽史探訪の会の目的
備後を中心とした地域
の歴史を研究し、愛郷
の精神を涵養する。
（会則第１章第２条より）

2020（令和２年）

行事案内
1月号

１月・２月・３月の行事日程一覧

行事参加の
お申込は

「要申込」のある各行事参加
の申込は以下のいずれかより
お申込ください。
◎公式サイトの参加申込フォーム

「http : //bingo-history.net」
◎事務局へメール
　[info@bingo-history.net]
◎田口会長宅へ電話
　[084-953-6157]

〔備陽史探訪の会事務局〕
〒 720-0824
広島県福山市多治米町5-19-8
TEL&FAX 084-953-6157
E-mail info@bingo-history.net

公式サイト
http://bingo-history.net

1 月 19 日（日）【徒歩例会】（要申込）
　　今よみがえる 山手銀山城－戦国の要塞を体感するー（山手町）

1 月 25 日（土）【総会記念歴史講演会】
　　「広島城を解剖する」講師玉置和弘氏（広島城天主閣主任学芸員）

各部会学習会のスケジュール

1 月 11 日 （土）【近世・近代史部会】「近世福山の歴史を学ぶ」
１月１６日 （木）【古文書解読会】
2 月　８日（土）【近世・近代史部会】「近世福山の歴史を学ぶ」
２月１５日（土）【中世史部会】「中世を読む会」※現地
３月１４日（土）【近世・近代史部会】「近世福山の歴史を学ぶ」
３月 21 日（土）【中世史部会】「中世を読む会」
3 月 28 日（土）【古代史部会】「古墳講座」※現地

3 月 7 日（土）【ぶら探訪】６７（要申込）
　　梶島山と周辺を歩く（引野町・手城町）

1 月 27 日（月）【分布調査】（要申込）
　　中世石造物分布調査（芦田町）

2 月 2 日（日）【測量調査】（要申込）
　　山手銀山城跡測量調査

2 月 22 日（土）【福山城築城 400 年記念事業】（要申込）
　　城下町ウォーキング大会（完成した城下散策マップを手にして）

2 月 24 日（月・祝）【分布調査】（要申込）
　　中世石造物分布調査（藤江町）

3 月 1 日（日）【測量調査】（要申込）
　　山手銀山城跡測量調査

３月１５日（日）【青春切符の旅】（要申込）
　　山陽本線・芸備線を利用して「安芸五龍城に登る」

３月２８日（土）【分布調査】（要申込）
　　中世石造物分布調査（神辺町）

宮
政
盛
花
押

1 月 25 日（土）【令和 2 年総会・新年会】（要申込）
　　同封の返信用葉書にて出欠のご返事を御願いします。
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備陽史探訪の会は会計及び各行事などすべて 1 月 1 日始まり 12 月 31
日で締める暦年で活動しています。
令和 2 年分の年会費納入用の振込取扱票を今回の行事案内に同封してお
ります。2 月末までにお振込みをお願い申し上げます。
　一般会員　4,000 円　　夫婦・親子会員　5,000 円
　大学生・専門学校生会員　2,000 円
何卒、よろしくお願いいたします。

年会費納入のお願い

新
し
い
年
を
迎
え
て
、

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

備
陽
史
探
訪
の
会
の
起
源
は
、
昭
和
四
十
七
年
（
１
９
７
２
）
に
市
内

の
高
校
生
達
が
作
っ
た
「
福
山
ユ
ー
ス
ド
マ
ッ
プ
ク
ラ
ブ
」
に
あ
り
ま

す
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
自
転
車
で
備
後
南
部
の
古
墳
や
城
跡
を
訪
ね
、
調

査
す
る
こ
と
を
目
的
に
結
成
さ
れ
た
も
の
で
、「
備
南
中
世
山
城
跡
の
現

状
」
な
ど
の
成
果
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
高
校
卒
業

と
同
時
に
活
動
を
休
止
し
ま
し
た
が
、
昭
和
五
十
五
年
（
１
９
８
０
）
九

月
、
福
山
在
住
の
メ
ン
バ
ー
が
再
結
集
し
て
新
た
な
活
動
を
開
始
し
ま
し

た
。
こ
れ
が
備
陽
史
探
訪
の
会
で
す
。
会
の
名
称
は
備
後
の
「
備
」
と
山

陽
の
「
陽
」
か
ら
取
っ
た
も
の
で
、
今
ま
で
の
郷
土
史
の
殻
を
打
ち
破
っ

て
、
広
い
視
野
で
、
地
域
の
歴
史
を
解
明
し
て
行
こ
う
と
名
付
け
ら
れ
ま

し
た
。
以
来
、
多
く
の
会
員
の
ご
努
力
で
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
は
、
こ
の
備
陽
史
探
訪
の
会
が
発
足
し
て
四
十
年
の
節
目
を
迎
え

ま
す
。
九
月
に
は
四
十
周
年
の
祝
賀
行
事
と
、
記
念
出
版
で
、
こ
の
慶
節

を
祝
い
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
、
本
年
も
充
実
し
た
会
に
な
る
こ
と
を

祈
念
し
て
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
二
年
正
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

備
陽
史
探
訪
の
会
会
長　

田
口
義
之
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令和 2年（2020）1 月

１月25日（土） 新年恒例

それぞれの出欠について、同封のハガキで
１月21日までに必ず返信をお願いいたします。

記念講演会
　【日　時】　１月 25 日（土）午後 1 時半～ 3 時半

　【場　所】　備後遺族会館３階講堂
　　　　　　　（福山市丸之内１丁目９―７）

　【演　題】　『広島城大解剖―広島城の歴史とその特徴―』
　　　　　　　玉置　和弘氏（公益財団法人 広島市文化財団広島城  主任学芸員）

　　　　

　　　

　　　

総　会　講演会終了後、同会場で開催します。
　【日　時】　１月 25 日（土）午後３時 45 分～ 4 時 45 分
　【場　所】　備後遺族会館（丸之内）

　【議　題】　◎令和元年度事業報告　　◎令和元年度決算報告
◎令和 2 年度行事計画　　◎令和 2 年度予算案　　◎その他

新年会　総会終了後、開催。　

　【日　時】　１月 25 日（土）総会終了後、開催します。
　【場　所】　備後遺族会館（丸之内）
　【会　費】　2,000 円（飲み物付）　

ハガキで
返信

ハガキで
返信

広島城は、毛利輝元が築城し、福島正則を経て浅野 12 代の城郭でし
た。典型的な平城であり、そのため三重の堀で囲まれるとともに多く
の櫓で構成された城で、天守も五階の大天守に三階の小天守を二つ備
えたものでした（＝天守も五層五階の壮大なものでした）。本講演会
では、広島城の歴史とともに、その特徴について紐解きます（玉置）。

弊会では、福山城築城４００年記念事業として数々の行事を実施して
おりますが、今回は、福山城と共に雄姿を競った安芸の広島城につい
て学びます。

会員でない方も入場でき
ます。（会費無料）
事前申込不要。直接会場
で受付いたします。

PONT
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福山城築城４００年記念事業

福山城下町「ウォーキング大会」
福山城築城４００年記念事業実行委員会共催

幣会では 2019 年度の福山城築城４００年記念市民提案型事業として「水野勝成時代城下ゆかりの
地」散策マップを作成しました。この行事はこのマップの完成を記念して実施いたします

実施要項
【期日】　　　２月２２日（土曜日）※雨天中止
【集合時間・場所】午前９時半、ＪＲ福山駅「福山城口」北、噴水広場に集合
【参加費】　　無料
【募集人員】１００名
【内容】　　　完成した「城下散策マップ」を手に、午前と午後の２回に分けて旧城下町を歩く
　　　　　　ウォーキングする
　①午前の部は、午前１０時「噴水広場」出発、１２時頃「福山城本丸広場」で解散予定
　②午後の部は、午後１時「噴水広場」集合・出発、１５時頃「福山城本丸広場」で解散解散予定

【備考】　　　歩き易い服装で、午前か午後のみの参加も可能です。
　　　　　　※午前・午後通じてご参加の方は、昼食を各自でご用意下さい。　　

徒歩例会2月22日（土）

今よみがえる山手銀山城
戦国の要塞を体感する福山市山手町方面）

平成 26 年 10 月から始めた測量調査。その遺構はこ
れまで銀山城跡と云われていた場所からかなり広範囲
に広がり山手要害群を形成していた。主要部の銀山
城跡にも、新発見の遺構が多く見付かり、その機能
と構造を見学します。

【集合時間・場所】
午前９時半、津之郷町　俄山里山広場
※公共交通機関利用の場合

（中国バス） 津之郷 ( 坂部 ) 行き乗車 
福山駅前⑦番のりば 8:20 発 弘法入口 8:36 着
※路線バス利用の方　バス停到着時　バス停に中世史部会
の役員が迎えのため車両を出しています。

【講師】　　　杉本憲宏（中世史部会長）
【参加費】　　会員 300 円　一般 500 円
【定員】　　　50 名
【備考】　　　弁当飲み物持参、歩き易い服装で
★中国バス利用の場合、申込の時申告してください。
停留所から集合場所まで距離が 2 ㎞弱の上り坂です。
◎警報級の雨や積雪がある又は積雪が予想される場合中止

します。※雨天の場合、宿坊での説明のみ（午前中）

徒歩例会1月19日（日）

要
申込

要
申込

「梶島山と周辺を歩く」
　―梶島山山頂から新田開発の歩みを俯瞰　
　　　　　　　　　して引野の歴史を辿るー

新田の造成のために築かれた汐留堤防の千間土手
や百間土手や石樋畷の起点となった梶島山と周辺
を歩いて堤の跡や灌漑池を辿ります。
　また旧家のご厚意で、かつての手城湾の岩礁や
豪壮な屋敷を見学します。

【集合】　　　午前９時　東福山駅南口
　　　　　　※福山駅発上り８時３０分、４３分
　　　　　　　 ※大門駅発下り８時２３分、４８分

【講師】　　　種本実（近世近代史部会）
【参加費】　　会員１００円　一般３００円
【募集人員】　５０人
【主な見学地】五間樋稲荷神社・旧家の築山と屋敷・
梶島山散策・岩竹山普門庵の跡・百間土手の跡・天道
神社・天道池・藤井氏の墓地

【その他】　　歩きやすい服装で、山道を歩きます。
　　　　　　※解散は正午頃に東福山駅前で
　　　　　

ぶら探訪 673月7日（土）

ＪＲ下り・・１１時４４分、１２時５分　
　　　上り・・１１時５２分、１２時１１分



‐5‐

令和 2年（2020）1 月

中世石造物調査
1 月は、芦田町を調査します。
事前の所在確認や調査カード作成をお
願いします。

【集　合】　午後１時 30 分
　　　　　福山市新市支所駐車場
　　　　（福山市新市町大字新市１０６１－１）

【その他】
※雨天の場合は中止し、後日実施。実施可能かど

うか、微妙な天気の際は、田口会長宅へ電話で
の確認をお願いします。

※なお、次回以降の予定は下記の通りです
2 月 24 日（月・祝）藤江町方面

【集合】午後 1 時半　サファ福山　南駐車場
3 月 28 日（土）神辺町方面

【集合】午後 1 時半　菅茶山記念館駐車場

分布調査1月27日（月）

要
申込

中世石造物調査はどなたでも参加できま
す。興味のある方はぜひご参加ください。
特に調査地域にお住まいの方は大歓迎です。

山手銀山城跡測量調査
備陽史探訪の会中世史部会は、備後地
方の中世山城の調査研究を続けてきま
した。現在、山手町の銀山城跡の調査
を行なっています。
☆山城好き集まれ

◆2月2日（日）※雨天中止
◆午前９時、津之郷町「俄山里山広場」集合
◆参加費無料
◆午後４時現地解散予定
◆弁当飲み物・筆記用具持参
◇次回は 3 月 1 日に、上記の要項で実施します

◇調査は、巻尺を使った平板測量が中心です。参加者
には巻尺を持ったり、ポールを持ってもらったりしま
す。汚れても良い服装でご参加ください。

◇ 1 月はお休みします

測量調査2月2日（日）

要
申込

復旧した芸備線に乗って
安芸宍戸氏の居城「五龍城」を訪ねる

（広島県安芸高田市甲立）
一昨年の土砂災害は広島県に甚大な被害をもたらしました。中でも芸備線の被害は激しく、線路や鉄橋が寸断
され、その復旧には長い歳月を要し、昨年 10 月、やっと全線開通しました。今回の青春切符の旅は、この芸
備線の全線開通を祝して、山陽本線経由で、昨年の９月バス例会で「積み残し」となってしまった安芸宍戸氏
の居城「五龍城跡」を訪ねます。なお、帰りは芸備線から福塩線を乗り継いで福山に帰ってくる予定です。

　【集合時間・場所】　　午前６時２０分　福山駅改札口前
　　　　　　　　　　　※午前６時４７分発山陽本線糸崎行に乗車します。途中で乗車される方は、「一区間分」
　　　　　　　　　　　　の乗車券を買って乗車下さい。

　【講師】　　　　　　　田口義之会長
        　　　　　　　　 秋本哲治（安芸高田市教育委員会）
　【参加費】　　　　　　会員３５００円　一般３８00 円
　【定員】　　　　　　　２０名
　【備考】　　　　　　　弁当飲み物持参、歩き易い服装で
　【主な見学地】　　　　五龍城跡（安芸高田市甲立・県史跡）安芸宍戸氏の居城で、山頂の主曲輪　
　　　　　　　　　　 から東に伸びた尾根上には石垣や曲輪跡など多くの遺構が残っています。

青春切符の旅3月15日（日）

要
申込
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古代史部会
「中世を読む会」（370回）
◆2月15日（第3土）
◆内容　亀寿山城を訪ねます　
※亀寿山城跡は比高130メートルです。
登山例会になりますのでその積りでご参
加下さい
　　☆現地学習です
◆集合場所　
新市支所駐車場　新市町新市 1061
◆集合時間　午後 2 時
◆講師　大場和弘（部会幹事）
◆備考　歩き易い服装で

「中世を読む会」（371回）
◆日時 3 月 21 日（第 3 土）
◆内容　4 月バス例会事前学習　
　　　備中の覇者・三村氏と国衆
◆時間　午後 2 時〜
◆会場　福山市民参画センター
◆講師　佐藤貴洋（部会幹事）

★ 1 月はお休みです

「近世福山の歴史を学ぶ」
ー画像でも楽しく学ぶ我ふるさと―

（83回）
◆1月11日（第２土）午前 9 時 45 分
◆福山市民参画センター
◆講師　種本実（近世近代史部会）
◆内容「水野時代の笠岡について」
江戸時代初期には水野氏が統治した
笠岡の当時の史跡をたどります。
　干拓地、庄屋屋敷、四つ堂、寺社
などを画像でご紹介します。

（８４回）
◆２月８日（第 2土）午前９時４５分
◆福山市民参画センター
◆講師髙木康彦（近世近代史部会）
◆内容「水野家改易後公領時代」
水野家改易後、旧藩士は幕府より直
ちに城下からの退去を迫られ、領
外に落去していきました。その中で
領内に留まり、百姓になる者は極め
て厳しい詮議を受け、また、百姓に
対しては新たに短い間竿で一斉検地

（元禄検地）が行われました。今回
は幕府三奉行による領民への苛政
を取り上げます。

（８５回）
◆３月１４日（第 2土）午前９時４５分
◆福山市民参画センター
◆講師　田中伸治（近世近代史部会）
◆内容　　「福山干拓史を検証する」
福山干拓の通説を検証し、その妥当
性、虚実の実態に迫っていきたいと
思います。

中世史部会 近世・近代史部会
「古墳講座」

◇１月２月はお休みです
◇３月は、市内の遺跡見学
会を予定。集合場所、時間
などは次回の行事案内でお
知らせします。神辺町の御
領古墳群などの見学を検討
中です。乞うご期待

古文書解読会 ◆1月16 日（第 3 木）午後７時～
◆場所　福山市民参画センター

【内容】「井上家文書の解読」
◆参加費　テキスト代実費

※古文書の読み方を習う講習会では
ありません。古文書をガッツリ読みた
い方、是非どうぞ

各部会の学習会は参加費

100 円を頂いております。 よろし

くご協力くださいませ。 別途費用がか

かる場合もあります。 （資料コピー代

など）

要
申込


